
分析条件

ACQUITY UPLCTM/TUVによるアルデヒドとケトンの分析

Application Note No. 720001500J

概要

アルデヒドとケトンは燃焼によって生成し環境中に存在す

る化合物です。いくつかの化合物は発ガン性が認められ
ており、US EPAと州によって分析するためのメソッドが開

発されています。これらのメソッド、US EPA TO5(大気)、
554(飲料水)、8315A、Option1と2(廃水・廃土・排気)、カ
リフォルニアメソッド1004(自動車の排ガス中のカルボニ

ル化合物)はいずれもジニトロフェニルヒドラジン(DNPH)に
よる誘導体化とHPLC分析(UV360nmで検出)を用いてい

ます。現行のメソッドでは分析時間は40分以上かかり、複

数のカラムをセットアップする必要があります。
このアプリケーションノートでは、 DNPH誘導体を

ACQUITY UPLCTM/TUVで高速分離した例についてご紹

介します。 ACQUITY UPLCTM/TUVを用いたこれらアルデ

ヒドとケトンの分析条件の開発により、分析時間を約75%
削減することができました。ACQUITY UPLCTMは1サンプ

ルあたりの分析時間を大幅に短縮し、ラボの生産性を向

上させます。

装置

Waters ACQUITY UPLCTM TUVシステム

ソフトウエア： Empower TM

カラム： ACQUITY UPLC BEHTM Phenyl
2.1x100mm, 1.7 μm

カラム温度： 35℃
移動相： A）水/THF(90/10)

B）アセトニトリル

流速： 0.5mL/min.
グラジェント： 5%Bから100%Bまで7分
サンプル温度： 25℃
注入量： 5 μl
弱洗浄溶媒： 5% アセトニトリル 800μL
強洗浄溶媒： 50% アセトニトリル 500μL
検出器： 360nm
サンプリング速度：20pts/s

DNPH誘導体化反応



図1. EPA 554, 8315 A-Opt 1対象化合物のUPLCTM

クロマトグラム(DNPH誘導体, 20ppm)

図2. EPA 8315 A-Opt 2対象化合物のUPLCTM

クロマトグラム(DNPH誘導体,20ppm)

EPAメソッド５５４と8315 A-Opt 1は同じ12化合物を

分析の対象としています。上記グラジエントメソッド
を使用したUPLC

TM
クロマトグラムを図1に示します。

9分で12成分が分離されています。

EPAメソッド8315 A-Opt 2では15化合物を分析の

対象としています。上記グラジエント条件を用いた

ときのUPLCTMクロマトグラムを図2に示します。アク

ロレインを含むために前後のピークと近接していま

すが、ベースラインまで分離されています。



図. 3 カリフォルニアメソッド1004対象化合物のUPLCTM

クロマトグラム(0.75ppm)

カリフォルニアメソッド1004は自動車の排ガスから

の14化合物を分析対象としています。上記グラジエ

ント条件によるUPLCTMクロマトグラムを図3に示しま

す。メチルエチルケトンとメタアクロレインは近接して

いますが、グラジエント曲線の設定によって分離さ

れています。

図4にEPA554対象化合物を分析した重ね書きクロ

マトグラムを示します。このときの保持時間と面積値
の再現性(％RSD)を表1に示します。保持時間の％

RSDは0.2以下、面積値の％RSDは0.5以下と良好

な結果が得られています。

図.4 EPA 554対象化合物の重ね書きクロマトグラム
5回注入



表1. EPA 554対象化合物の保持時間と面積値の％RSD

まとめ

アルデヒドとケトン類のDNPH誘導体をACQUITY UPLCTM 

によって効率よく高速に分析することができました。従来
のHPLCに比べて分析時間は数倍短くなり、コストの削減

にも貢献し、より多くのサンプルを分析することが可能に

なります。グラジエントプログラムを変更することにより、異

なる分析対象物にも応用できます。


